
 
 

 
 

 
 
 
 

  
 
 

 
     

                       

【篩い分け試験】 
 

使用説明書 

 
ご使用の前に必ずこの「使用説
明書」をお読みの上、正しくお使
いください。 
本書をすぐに利用できるよう
に保管してください。 



       
 

 
 

 
 
 
 

はじめに 
 

このたびは、「篩い分け試験」をお買い上げいただき誠にありがとうござい
ました。「篩い分け試験」は路盤材料の篩い分け試験の提出書類を簡単な操
作で、作成することができるソフトウエアです。 
本書は、本製品の基本的な操作手順や取り扱い方法について説明していま
す。本製品の機能を十分にご活用いただくため、ご使用前に必ず本書をお
読みください。また、お読みになった後は大切に保管してください。 

ウェストフィールド 株式会社 
 
 

                                                ＊＊＊ 重 要 ＊＊＊ 
 
・このソフトウエアおよびマニュアルの一部または全部を無断で使用、複 
 製することはできません。 
 
・このソフトウエアは、コンピューター１台につき１セット購入が原則と 
  なっています。 
 
・このソフトウエアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾契約書のもと 
でのみ使用することができます。 
 
・大切な文書やデータは、必ずコピー(複製)をおとりください。 
お客様が操作を誤ったり、本製品に異常が発生したりした場合、文書や 
データが消失する恐れがあります。 
 
・お客様が本製品を使用して作成した文書やデータに関し、当社は一切そ 
 の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 
 
・本製品の故障による障害、文書やデータの損失による損害、その他本製 
品の使用により生じた損害について、当社は一切その責任を負いかねま 
すのであらかじめご了承ください。 
 
・ソフトウエアの仕様およびマニュアルに記載されている内容は、将来予
告なしに変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 
 



       
 

 
 

 
 
 
 

本書で扱う用語および操作方法について 
本書では、Windows の標準的な用語および操作方法を使って説明して
います。Windows を使用したことのない方はあらかじめ操作してみる
か、あるいは「Microsoft Windows98/Me/2000/XP ファーストステップ
ガイド」など Windows に添付されているマニュアル類を通読されるこ
とをおすすめします。 
なお、Windows の標準的な用語については、「. 基本システム」使用説
明書巻末の「用語の説明」をご参照願います。 
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篩篩いい分分けけ試試験験ににつついいてて   
 

 
篩い分け試験では路盤やアスファルト混合物、コンクリート混合物に使
用する骨材の粒度を測定します。また篩い分け試験は、各種材料の粒度
を測定するのに欠かすことのできないものです。特に舗装材料の粒度変
動は、舗装の耐久性に影響を及ぼしますので品質管理上重要な試験です。 
 
本システムでは骨材粒度は75μm～106mmまで対応しています。また、
業者ごとの骨材の登録・グラフ自動作画・シミュレーション機能などを
搭載しています。 
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試試験験デデーータタのの入入力力     

篩い分け試験の起動と条件入力 
① 土木Ｂｏｏｋの親インデックス《篩い分け》の  をクリックしま
す。 

 
「篩い分け」の子インデックスが表示されます。 

 
親インデックス《篩い分け》をダブルクリックしても、子
インデックスを表示することができます。 

 
② 土木Ｂｏｏｋの子インデックス《新規作成》をクリックします。 

          
子インデックスの色が青に変わります。 

 
③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

 

「条件入力」画面が次のように表示されます。 

 
④ カーソルが移動する順に各項目を次の説明にしたがって入力します。 
 

路盤名選択 篩い分け試験を行った路盤を選択します。 
試験者名 試験者名を入力します。 
骨材納入業者選択 骨材の納入業者を選択します。 
骨材選択 骨材の種類を選択します。 
測点名 試験を行った測点の名称を入力します。 
試験日 試験を行った日付を入力します。 

 

  補 足    
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試験日の入力は、はじめに平成の頭文字（半角の「h」）を
入力すると続けて年、月、日の入力を行なうことができま
す。 
例）平成12年12月31日 の場合 
    「ｈ12  12  31」と入力します。 

        
試験日は、カレンダーからも入力することができます。 
カレンダーによる試験日の入力方法（P.3）参照。  
 

 
・［データリンク］ボタンを押すと、 基本システムの 設計
データから測点名を取得することができます。 
・［行挿入］ボタンを押すと、現在の測点位置に空行を作成
します。 
・［行削除］ボタンを押すと、現在の測点を削除できます。 
 

⑤ 各項目の入力完了を確認し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
 

カレンダーによる試験日の入力方法 
① 試験日の入力箇所でマウスをダブルクリックします。 

 
カレンダー入力画面が表示されます。 

 
② 画面上の左右の矢印ボタンで年及び、月を選択します。 

 
③ 指定する日付をクリックします。 

 
④ 設定を保存する場合は［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 
設定を破棄する場合は［ｷｬﾝｾﾙ］ボタンをクリックします。 

補 足 

補 足 

  参 照    

補 足 
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路盤名の登録 
条件入力で選択する、路盤名を登録する画面です。 
条件入力画面の［設定］メニューから［路盤名称登録］を選択すること
により表示されます。 

 

 路盤名を追加する 
① 路盤名入力枠に追加したい路盤名を入力します。 
② ［追加］ボタンをクリックします。 
路盤名リストの最後に追加されます。 

路盤名を削除する 
① 路盤名リスト上で、削除したい路盤名をクリックします。 
② ［削除］ボタンをクリックします。 
確認メッセージが表示されます。 

③ ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
路盤名リストから削除されます。 
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路盤名を変更する 
①  路盤名リスト上で、変更したい路盤名をクリックします。 
②  路盤名入力枠に変更したい路盤名を入力します。 
③ ［変更］ボタンをクリックします。 
路盤名リストが変更されます。 

表示順を変更する 
①  位置を変更したい路盤名をクリックします。 
② ［↑］［↓］ボタンをクリックします。 

 選択された路盤名の位置が変わります。 

変更を保存する 
① ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 設定が保存され、前の画面にもどります。 

変更をキャンセルする 
① ［キャンセル］ボタンをクリックします。 

 設定が破棄され、前の画面にもどります。 
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予定粒度の登録 
篩い分け試験に使用する、骨材の予定粒度を登録する画面です。 
「条件入力」画面の［設定］メニューから［予定粒度登録］を選択する
ことにより表示されます。 

 

① 業者を選択します。 
 

業者名が見つからない場合は、［業者名登録］の操作で業者
の登録を行ないます。 
業者名の登録（P.7）参照。 

② 骨材を選択します。 
 
使用したい篩い目が無効になっている場合は、 
［骨材登録］の操作で、骨材データの変更を行ないます。 
骨材の登録（P.9）参照。 
 

③ 業者から提出されている書類から、予定粒度を入力します。 

 

  参 照    

  参 照    



 
 

篩い分け試験 
 

<7> 
 
 
 

業者名の登録 
条件入力・予定粒度登録で使用する業者名を登録・変更する画面です。 
「予定粒度登録」画面の［設定］メニューから［業者を登録する］を選
択することにより表示されます。 

 
 

 業者名を追加する 
①  業者名入力枠に追加したい業者名を入力します。 
② ［追加］ボタンをクリックします。 
業者名リストの最後に追加されます。 

業者名を削除する 
① 業者名リスト上で、削除したい業者名をクリックします。 
② ［削除］ボタンをクリックします。 

確認メッセージが表示されます。 
③ ［ＯＫ］ボタンをクリックすると削除されます。 
業者名リストから削除されます。 
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業者名の変更 
① 業者名リスト上で、変更したい業者名をクリックします。 
②  業者名入力枠に変更したい業者名を入力します。 
③ ［変更］ボタンをクリックします。 
業者名リストが変更されます。 

表示順を変更する 
①  位置を変更したい業者名をクリックします。 
② ［↑］［↓］ボタンをクリックします。 

 選択された業者名の位置が変わります。 

変更を保存する 
① ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 設定が保存され、前の画面にもどります。 

変更をキャンセルする 
① ［キャンセル］ボタンをクリックします。 

 設定が破棄され、前の画面にもどります。 
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骨材の登録 
条件入力、「予定粒度登録」画面で使用する骨材規格を登録する画面で
す。 
「予定粒度登録」画面の［設定］から［骨材を登録する］をクリックし
ます。 

 

 

骨材名称を入力する 
① 骨材名称を選択します。 

 
このとき、使用したい骨材が見つからない場合は、 
［骨材名の登録］操作を行います。 
骨材名の登録（P.12）参照。 

 

  参 照   
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骨材データの詳細を入力する 
① フォーカスの移動順に次の説明にしたがって入力します。 

使用チェック 篩い目の有効/無効を設定します。無効に設定さ
れている場合、その篩い目の入力はできません。 

篩い目印刷 無効な篩い目でも、帳票に印刷したい場合チェ
ックします。残留質量他のデータは空欄で印刷
されます。 

粒度範囲上限 骨材規格、粒度範囲の上限を入力します。 

粒度範囲下限 骨材規格、粒度範囲の下限を入力します。 

合格判定値あり/な
し 

合格判定値による検査を必要とする場合には
［あり］を選択します。 

合格判定値 X3,X6,X10、篩い目 2.36ｍｍ,75μmごとの合格
判定値を±の範囲で入力します。 

 

骨材データを保存する 

データを保存後、前の画面に戻す 

① ［ＯＫ］ボタンをクリックします。  

この画面で入力・設定したすべての変更データをファイルに保管し、前
の画面にもどります。 

データを保存後、骨材データの登録を続行する 

① 骨材を再選択します。 

この画面で入力・設定したすべての変更データをファイルに保管し、骨
材データの登録を続行します。 

 

他の骨材を変更した後、［キャンセル］ボタンをクリックし
た場合には、この画面を呼び出してから行なったすべての
変更が破棄されます。ご注意ください。 

変更したデータを破棄する 

①［キャンセル］ボタンをクリックします。 

この画面で行なったすべての変更を破棄し、前の画面に戻ります。 

  重 要   
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Xの範囲設定 
試験値、帳票で使用する合格判定値を算出するときに参照します。 
この設定により、使用する合格判定値の範囲が変わります。 
骨材の登録画面の［設定］メニューから［X の範囲設定］を選択するこ
とにより表示されます。 

 

X3を使用する測点個数の範囲上限の入力 
① X3を使用する測点個数の範囲上限を入力します。 

X6の範囲下限が自動的に設定されます。 
X3の範囲下限は、1固定です。 

X6を使用する測点個数の範囲上限の入力 
① X6を使用する測点個数の範囲上限を入力します。 

X10の範囲下限が自動的に設定されます。 

設定データを登録する 
① データ設定後［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
画面上のデータが保管され、前の画面に戻ります。 

変更データを破棄する 
① ［キャンセル］ボタンをクリックします。 
変更した範囲データが破棄され、前の画面に戻ります。 

 



 
 

篩い分け試験 
 

<12> 
 
 
 

出荷時のデータに戻す 
① ［デフォルト値］ボタンをクリックします。 
X3上限 3、X6上限 6に設定されます。 

② この後、［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
初期値に戻ります。 

 

骨材名の登録 
条件入力・予定粒度登録・骨材の登録で使用する骨材名を登録・変更す
る画面です。「骨材登録」画面の［設定］メニューから［骨材名登録］を
クリックすることにより表示されます。 

 

 骨材名を追加する 
①  骨材名入力枠に追加したい骨材名を入力します。 
② ［追加］ボタンをクリックします。 
骨材名リストの最後に追加されます。 
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骨材名を削除する 
① 骨材名リスト上で、削除したい骨材名をクリックします。 
② ［削除］ボタンをクリックします。 
確認メッセージが表示されます。 

③ ［ＯＫ］ボタンをクリックします。 
骨材名リストから削除されます。 

骨材名を変更する 
① 骨材名リスト上で、変更したい骨材名をクリックします。 
② 骨材名入力枠に変更したい骨材名を入力します。 
③ ［変更］ボタンをクリックします。 
骨材名リストが変更されます。 

表示順を変更する 
① 位置を変更したい骨材名をクリックします。 
②［↑］［↓］ボタンをクリックします。 

選択された骨材名の位置が変わります。 

変更を保存する 
①［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

設定が保存され、前の画面にもどります。 

変更をキャンセルする 
①［キャンセル］ボタンをクリックします。 

設定が破棄され、前の画面にもどります。 
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試験データの入力方法 
条件入力が終了すると、次の画面が表示されます。 

 

 

 総試料質量の入力 
① 試験測点から採取し、篩い分け試験に使用した試料全体の質量を入力
します。 

篩い目毎の加積残留試料質量の入力 
① 篩いに残った質量を加算しながら入力します。 
加積残留率・加積通過率が、自動的に計算され、グラフにプロットされ
ます。 

シミュレーション 
試験値をシミュレートし、表示します。 
 
① 総試料質量を入力後、［シミュレーション］ボタンをクリックします。 

骨材の粒度範囲、予定粒度、また存在すれば合格判定値を考慮し、試験
値をシミュレートします。設定されているデータがおかしい場合等、シ
ミュレートできなかった場合には、エラーメッセージを表示し、入力モ
ードに戻ります。 
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試験値の調整 
グラフマーカーを上下に動かし、試験値の微調整を行うことができます。 

 
① 調整するグラフのマーカーにマウスポインターを合わせクリックし
ます。 

選択されたグラフのマーカーが赤色に変わります。 

 

グラフマーカーを上に移動する場合 
①     ボタンをクリックします。 

グラフマーカーが上に移動し、選択した加積残留試料質量が増加されま
す。 

 

グラフマーカーを下に移動する場合 
①    ボタンをクリックします。 

グラフマーカーが下に移動し、選択した加積残留試料質量が減少されま
す。 
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グラフマーカーをマウスで移動する場合 
マウスでグラフマーカーを直接移動することができます。 

 
① 調整したいグラフマーカーをマウスで直接上下に動かします。 

グラフマーカーが移動し、選択した加積残留試料質量が調整されます。 

 

測点の移動 
測点を複数設定した場合にのみ有効になります。 
 
① ［次測点］ボタンをクリックします。 

 設定されている次の測点のデータを表示し、入力モードになります。 

② ［前測点］ボタンをクリックします。 

 設定されている前の測点のデータを表示し、入力モードになります。 

条件の変更 
試験条件を変更したい場合に使用します。 
 
① ［測点入力］ボタンをクリックします。 
   条件設定画面が表示されます。適切な条件に設定しなおし、［ＯＫ］ボ
タンをクリックしてください。   
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篩い分け試験の終了 
①［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 メニューインデックス設定のダイアログボックスが表示されます。 

 

 

新規作成の場合 
① インデックスの名称を入力します。 
②［はい］ボタンをクリックします。 
   入力した名称のインデックスが土木Ｂook上に登録されます。 

既存インデックスに上書き保存する場合 
設定形式の［既存インデックスに上書き］にチェックマークがつい        
ています。 
 
① そのまま［はい］ボタンをクリックします。 
   入力したデータが既存インデックスに上書き保存されます。 

 

篩い分け試験の編集 
① 土木Ｂｏｏｋの親インデックス《篩い分け》の  をクリックしま
す。 

「篩い分け」の子インデックスが表示されます。 

 
② 作成済みの篩い分け書類名の付いた子インデックスをクリック 
します。 

子インデックスの色が青に変わります。 
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③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

「篩い分け」が起動し、入力画面が表示されます。 
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含水比データの入力方法（静岡版のみ） 

 
 
 
上記の「条件入力」画面で条件入力をし[ＯＫ］ボタンをクリックすると、
次の画面が表示されます。 
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含水比の入力 
① 画面の左下にある［含水比入力］ボタンをクリックします。 

「含水比データ登録」画面が表示されます。 

 

② ＷＷ、ＤＷ、ＴＷを入力します。 

 含水比が自動的に計算されます。 

 

変更を保存する 
①［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 設定が保存され、前の画面にもどります。 

変更をキャンセルする 
①［キャンセル］ボタンをクリックします。 

 設定が破棄され、前の画面にもどります。 
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